
日
本
中
国
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会

第
六
〇
回
大
会
の
開
催
に
際
し
、
中
国

駐
大
阪
総
領
事
館
を
代
表
し
、
衷
心
よ

り
お
慶
び
と
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
中
国
友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会

は
創
立
以
来
、
日
中
不
再
戦
と
平
和
主

義
を
揺
ぎ
な
く
堅
持
し
、
多
様
な
友
好

交
流
や
文
化
活
動
を
通
じ
て
、
中
日
両

国
国
民
の
相
互
理
解
と
友
好
交
流
を
促

進
す
る
た
め
積
極
的
な
貢
献
を
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
連
合
会
の
皆
様
が
長
年

来
中
日
友
好
事
業
に
注
が
れ
た
心
血
と

努
力
に
対
し
、
謹
ん
で
敬
意
を
表
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

中
日
国
交
正
常
化
四
〇
数
年
来
、
両

国
関
係
は
双
方
の
努
力
の
下
で
、
幾
多

の
困
難
を
乗
り
越
え
、
大
き
く
発
展
し
、

両
国
並
び
両
国
民
に
大
き
な
利
益
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
昨
年
日

本
政
府
の
釣
魚
島
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る

「
国
有
化
」
に
よ
っ
て
、
両
国
関
係
は

国
交
正
常
化
以
来
最
も
厳
し
い
局
面
に

陥
り
、
ま
た
、
昨
年
末
安
倍
首
相
が
中

国
側
の
再
三
の
勧
告
を
顧
み
ず
、
Ａ
級

戦
犯
が
祀
ら
れ
て
い
る
靖
国
神
社
に
参

拝
し
、
中
国
国
民
の
感
情
を
著
し
く
傷

つ
け
、
中
日
関
係
の
政
治
的
基
礎
を
破

壊
し
、
両
国
関
係
に
致
命
的
な
打
撃
を

与
え
ま
し
た
。
先
日
、
安
倍
内
閣
は
平

和
主
義
を
堅
持
す
べ
き
と
い
う
国
民
の

正
義
な
声
に
聞
く
耳
を
持
た
ず
、
内
閣

決
議
に
よ
っ
て
集
団
的
自
衛
権
を
解
禁

し
、
平
和
憲
法
を
簡
単
に
骨
抜
き
に
し
、

平
和
の
道
を
変
え
よ
う
と
す
る
動
き
に

日
本
国
内
及
び
国
際
社
会
に
お
い
て
強

い
憂
慮
と
不
安
を
呼
び
起
こ
し
て
お
り

ま
す
。

中
日
両
国
は
一
衣
帯
水
の
隣
国
で
あ

り
、
両
国
が
互
恵
関
係
を
発
展
さ
せ
る

こ
と
は
双
方
に
重
大
利
益
を
も
た
ら
す

だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
な

い
し
世
界
の
安
定
と
繁
栄
に
も
寄
与
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
面
の
困
難
を

克
服
す
る
に
は
、
ま
ず
は
日
本
側
は
中

日
国
交
正
常
化
の
際
両
国
指
導
者
が
達

成
さ
れ
た
共
同
認
識
を
温
め
、
ま
た
順

守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
は
日

本
政
府
が
侵
略
の
歴
史
を
正
し
く
認
識

し
、
深
く
反
省
し
、
ま
た
正
し
く
対
処

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
中
国

友
好
協
会
大
阪
府
連
合
会
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
「
民
を
も
っ

て
官
を
促
す
」
と
い
う
精
神
に
基
き
、

日
中
友
好
運
動
を
よ
り
一
層
活
発
に
展

開
さ
せ
、
両
国
関
係
が
一
日
も
早
く
正

常
な
発
展
軌
道
に
戻
る
た
め
力
を
発
揮

す
る
よ
う
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
、
日
本
中
国
友
好
協
会
大
阪

府
連
合
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
会
員
皆

様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長

渡
辺
武
、
副
会
長

山
本
恒
人
、

副
会
長

小
林
徳
子
（
新
）
、
理
事
長

松
尾
豊
、
副
理
事
長

片
山
英
徳
、

事
務
局
長

澤
野
井
公
夫
、
事
務
局
次

長

近
藤
好
幸
、
常
任
理
事

荒
崎
博
、

石
井
勉
、
恒
岡
正
勝
、
松
原
弥
寿
夫
、

廣
原
資
泰
、
平
松
悦
雄
（
新
）
、
会
計

監
査

伊
藤
滋
高
、
西
本
博
文
（
新
）
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第
六
十
回
大
阪
府
連
大
会
が
、
七

月
十
三
日
、
四
五
名
が
参
加
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。

渡
辺
武
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
、

日
本
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会
大
阪
府
支
部

連
合
会
の
片
山
ふ
え
副
会
長
と
日
中

友
好
協
会
兵
庫
県
連
合
会
の
前
田
清

会
長
か
ら
来
賓
御
挨
拶
を
受
け
ま
し

た
。
祝
電
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
表
し
て
、

中
華
人
民
共
和
国
劉
毅
仁
駐
大
阪
総

領
事
の
祝
辞
（
下
記
）
を
紹
介
し
ま

し
た
。

日
中
関
係
は
国
交
正
常

化
以
来
最
悪
の
状
況
に
あ

り
、
中
国
脅
威
論
や
嫌
中

論
を
打
ち
破
る
日
中
友
好

運
動
を
広
げ
よ
う
と
論
議

さ
れ
ま
し
た
。
支
部
活
動

の
五
原
則
を
守
っ
て
着
実

な
活
動
を
し
て
い
る
経
験
、
中
国
語

講
座
活
性
化
の
取
り
組
み
、
太
極
拳

開
講
一
〇
〇
期
記
念
「
文
化
祭
」
、

友
好
交
流
の
旅
な
ど
、

多
彩
な
活
動
が
報
告
さ

れ
、
日
本
を
戦
争
を
で

き
る
国
に
す
る
い
か
な

る
企
て
に
も
反
対
す
る

特
別
決
議
を
採
択
し
ま

し
た
。

五
〇
年
会
員
今
橋
巳

佐
子
さ
ん
、
三
〇
年
会

員
尾
中
妙
子
さ
ん
、
二

〇
年
会
員
長
尾
勇
さ
ん
、

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
特

別
賞
「
大
阪
西
支
部
ニ
ュ
ー
ス
」
に

表
彰
状
が
渡
さ
れ
、
最
後
に
大
会
決

議
、
特
別
決
議
を
採
択
し
ま
し
た
。

府
連
大
会
・
多
彩
な
活
動
の
展
開
で

中
国
脅
威
論
を
打
ち
破
る
運
動
を 府連通信

祝
辞

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領
事

劉
毅
仁

毎
年｢

も
う
ひ
と
つ
の
七
夕｣

と
し

て
宣
伝
行
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
七
月
七
日
西
区
九
条
駅
前

で
不
再
戦
・
平
和
を
道
行
く
人
た
ち

に
マ
イ
ク
で
訴
え
な
が
ら
ビ
ラ
を
配

布
し
ま
し
た
。
安
部
内
閣
が
集
団
自

衛
権
の
行
使
を
閣
議
決
定
し
た
ば
か

り
で
、
市
民
の
関
心
が
高
く
「
戦
争

す
る
国
へ
の
大
転
換
は
私
も
反
対
や
」

と
話
し
か
け
て
く
る
通
行
人
と
対
話

が
深
ま
り
ま
し
た
。
学
生

さ
ん
に
も
「
よ
く
読
ん
で
」

と
ビ
ラ
を
渡
し
、
一
時
間

で
ビ
ラ
が
無
く
な
り
ま
し

た
。盧

溝
橋
事
件
と
は
？

１
９
３
１
年
九
月
十
八

日
の
柳
条
湖
事
件
を
き
っ
か
け
に
、

日
本
は
中
国
東
北
部
を
占
領
し
、
事

実
上
自
分
た
ち
が
支
配
す
る
「
満
州

国
」
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
し
て
１
９
３
７
年
七

月
七
日
、
北
京
郊
外
の
盧

溝
橋
付
近
で
夜
間
演
習
中

の
日
本
軍
が
中
国
軍
に
攻

撃
さ
れ
た
と
し
た
盧
溝
橋

事
件
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

１
９
４
５
年
の
日
本
の
敗

戦
ま
で
中
国
全
土
へ
の
侵

略
戦
争
を
お
し
す
す
め
ま

し
た
。

今
年
は
大
阪
府
連
と
西
支
部
、
東

大
阪
支
部
の
五
名
が
合
同
で
宣
伝
を

行
な
い
ま
し
た
。

七
月
〜
九
月
は
日
中
不
再
戦
平
和
月
間

七
・
七
盧
溝
橋
事
件
の
日
に
宣
伝
行
動

新
役
員
を
選
出



十
四
日
午
後
、
昭
和
の
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
運
動
家
で
、
戦
前
中
国
で
抗
日
、

反
戦
を
ラ
ジ
オ
放
送
で
訴
え
続
け
た

信
念
の
人
、
長
谷
川
テ
ル
さ
ん
の
遺

児
長
谷
川
暁
子
さ
ん
が
来
訪
さ
れ
、

西
支
部
平
和
の
旅
参
加
者
と
府
連
役

員
が
懇
談
し
ま
し
た
。

長
谷
川
テ
ル
さ
ん
は
１
９
４
７
年
、

三
五
歳
で
死
去
、
そ
の
後
夫
の
劉
仁

氏
も
死
去
さ
れ
ま

し
た
。
生
後
十
か

月
だ
っ
た
暁
子
さ

ん
と
六
歳
の
兄
と

と
も
に
中
国
共
産

党
か
ら
「
革
命
烈

士
の
遺
児
」
と
し

て
大
切
に
保
護
さ

れ
高
等
教
育
も
受

け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

暁
子
さ
ん
は
懇

談
の
初
め
に
襟
を

正
し
て
、
二
つ
の

こ
と
に
心
か
ら
感

謝
を
し
た
い
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
、
西
支

部
の
み
な
さ
ん
が
中
国
の
黒
竜
江
省

桂
木
斯
（
ジ
ャ
ム
ス
）
の
烈
士
陵
園

ま
で
訪
ね
ら
れ
て
、
母
長
谷
川
テ
ル

の
墓
前
に
お
参
り
い
た
だ
い
た
こ
と
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
私
に
と
っ
て
中
国
・

日
本
二
つ
と
も
こ
よ
な
く
愛
す
る
祖

国
だ
が
、
そ
の
関
係
が
最
悪
な
状
況

の
現
在
で
も
、
日
中
友
好
協
会
の
よ

う
に
理
性
的
に
し
っ
か
り
と
友
好
の

旗
を
持
っ
て
活
動
し
て
お
ら
れ
る
皆

さ
ん
の
存
在
は
本
当
に
力
強
い
と
語

ら
れ
ま
し
た
。

四
〇
歳
に
し
て
初
め
て
来
日
、
現

在
は
神
戸
大
な
ど
の
語
学
教
師
と
し

て
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
暁
子
さ
ん

は
政
治
的
な
活
動
や
発
言
な
ど
と
は

距
離
を
置
い
て
い
ま
し
た
が
、

昨
今
の
安
倍
首
相
の
あ
ま
り

に
右
翼
的
言
動
な
ど
見
る
と
、

黙
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
て
お
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。

暁
子
さ
ん
と
の
懇
談
で
は

西
支
部
の
「
平
和
を
求
め
て
・

中
ソ
国
境
の
旅
」
の
模
様
を

説
明
、
敗
戦
当
時
牡
丹
江
に

住
ん
で
い
た
坂
本
浩
さ
ん
が

ソ
連
軍
参
戦
で
命
か
ら
が
ら

逃
避
し
て
き
た
こ
と
、
た
く

さ
ん
の
人
か
ら
温
か
い
手
を

差
し
伸
べ
ら
れ
、
数
奇
な
経

験
の
も
と
奇
跡
的
に
日
本
へ

帰
還
で
き
た
こ
と
な
ど
切
々
と
思
い

を
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
領
土
問

題
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
文
化
大
革

命
の
と
き
の
こ
と
な
ど
忌
憚
の
な
い

質
問
や
疑
問
を
和
や
か
に
交
歓
し
、

山
本
副
会
長
か
ら
暁
子
さ
ん
が
多
く

の
人
に
語
り
か
け
る
よ
う
な
機
会
を

持
ち
た
い
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
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大
阪
府
連
定
例
研
究
会
第
二
期
シ

リ
ー
ズ
「
領
土
・
歴
史
問
題
を
掘
り

下
げ
る
」
第
一
回
は
、
去
る
四
月

「
井
上
清
の
尖
閣
中
国
領
土
論
の
批

判
的
検
討
」
（
講
師
渡
辺
武
会
長
）

を
行
い
ま
し
た
。
第
二
回
は
、
大
西

広
慶
応
義
塾
大
学
教
授
を
お
迎
え
し

て
、
八
月
二
九
日
、
特
別
講
演
会
と

し
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

大
西
広
先
生
か
ら
講
演
内
容
に
つ

い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

「
『
季
刊
中
国
』
秋
季
号
の
特
集

（
大
西
ー
山
本
対
談
）
で
は
、
『
中

国
の
経
済
成
長
と
成
長
パ
タ
ー
ン
の

転
換
』
『
経
済
格
差
に
対
す
る
認
識
』
、

『
国
有
企
業
と
民
営
企
業
の
競
争
条

件
公
平
化
の
重
要
性
』
、
『
中
国
の

国
際
的
役
割
』
、
『
社
会
主
義
と
は
』

が
論
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
論
点

と
と
も
に
、
そ
れ
と
は
別
に
『
日
中

関
係
』
に
つ
い
て
も
、
研
究
者
的
な

ス
タ
イ
ル
で
論
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
で
の
『
対
談
』
よ
り
少
し
つ
っ

こ
ん
だ
議
論
に
持
っ
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
」

特
別
講
演
会

講
師

大
西

広

慶
應
義
塾
大
学

経
済
学
部
教
授

テ
ー
マ
「
『
中
国
問
題
』
と

日
中
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
」

八
月
二
九
日

一
八
時
一
五
分
開
会

大
阪
社
会
福
祉
指
導
セ
ン
タ
ー

研
修
室
③

（
地
下
鉄
谷
町
線
「
谷
町
六
丁
目
」

④
出
口
か
ら
南
へ
五
分
）

講
演
内
容
に
か
か
わ
る
自
著

ご
推
薦
図
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
資
本
主
義
以
前
の
「
社
会
主
義
」

と
資
本
主
義
後
の
社
会
主
義
ー
工

業
社
会
の
成
立
と
そ
の
終
焉
』

（
大
月
書
店
、
１
９
９
２
年
２
月
）

１
７
４
８
円+

税

『
チ
ベ
ッ
ト
問
題
と
は
何
か
「
現

場
」
か
ら
の
中
国
少
数
民
族
問
題
』

(

か
も
が
わ
出
版
２
０
０
８
年
６
月)

１
２
９
６
円+

税

『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
』

(

慶
応
義
塾
大
学
出
版
会

２
０
１
２
年
４
月)

２
４
０
０
円+

税

『
中
国
の
少
数
民
族
問
題
と
経
済

格
差
』(

京
都
大
学
学
術
出
版
会

２
０
１
２
年
９
月)

３
４
０
０
円+

税

『
中
国
に
主
張
す
べ
き
は
何
か
』

(

か
も
が
わ
出
版
２
０
１
２
年
十
月)

１
７
０
０
円+

税

講
演
会
参
加
ご
希
望
の
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
先
着
七
〇
名
で
す
。

特
別
講
演
会

大
西
広
慶
大
教
授
が
問
題
提
起
し
ま
す

中
国
問
題
と
日
中
関
係
に
つ
い
て
今
考
え
て
い
る
こ
と

映
画
「
望
郷
の
鐘
ー
満
蒙
開
拓

団
の
落
日
」
第
二
回
実
行
委
員
会

結
成
準
備
会
が
十
六
日
開
催
さ
れ
、

十
二
月
十
三
日
の
完
成
披
露
有
料

試
写
会
ま
で
に
前
売
券
の
販
売
を

す
す
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
の
中
国
侵
略
戦
争
で
多
く

の
犠
牲
者
を
出
し
た
満
蒙
開
拓
団

の
悲
劇
を
題
材
に
し
た
映
画
「
望

郷
の
鐘
ー
満
蒙
開
拓
団

の
落
日
」
は
、
山
田
火

砂
子
監
督
、
原
作
・
脚

本
・
和
田
登
さ
ん
、
主

役
・
内
藤
剛
志
さ
ん
で

製
作
が
急
ピ
ッ
チ
で
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

八
二
歳
に
な
る
山
田
監

督
は
「
若
者
に
は
、
い

い
加
減
な
報
道
を
見
破
る
力

を
持
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
満
蒙
開
拓
団
の
話
は
、

決
し
て
昔
の
事
で
終
ら
す
事

の
出
来
な
い
『
い
ま
』
に
つ

な
が
る
話
な
の
で
す
。
悲
惨

な
戦
争
を
体
験
し
た
世
代
と

し
て
、
私
は
た
だ
た
だ
平
和

日
本
で
あ
り
た
い
と
、
こ
の

『
望
郷
の
鐘
』
を
作
ろ
う
と

決
心
し
ま
し
た
。
」
と
映
画

の
上
映
運
動
を
ひ
ろ
げ
て
ほ

し
い
と
訴
え
て
い
ま
す
。

映
画

望
郷
の
鐘

大
阪
上
映
決
ま
る

十
二
月
十
三
日

ク
レ
オ
大
阪
中
央

長
谷
川
テ
ル
さ
ん
の
遺
児

暁
子
さ
ん
が
来
訪

愛
す
る
二
つ
の
祖
国
に
つ
い
て
和
や
か
に
懇
談


